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一

墨
家

の
経
済
思
想
を
う

か
罫
は

ふ
と
す

る
の
で
あ
る
が
、
墨
家
は
先
乗
時
代

一
世
を
風
廃
せ
る
こ
と
、
例

へ
ば
、
韓
非
子
の
顯
學

篇

に
、
『
世
之
顯
學
。
儒
墨
也
ご

と
あ
り
、
孟
子
も
,
膝
文
公
章
句
下
に
於
て

『
楊
朱

墨
雀
之
言
。
盈
天
下
。
天
下
之
　=口。
不
鯖
楊

如
露
墨
"

と
言

っ
て
み
る
に
よ
り
て
想
見
す
る
を
う
る
も
、
儒
家
が
孔
子
に
始
乗
り
孟
衛
二
子

に
よ
り
て
嚢
撰
せ
し
め
ら
瀬
,
道
寂

が

老
子
を
組
と
し

て
荘
揚
二
子
に
於
て
展
開
せ
ら
れ
る
と

趣

を
異
に
し
、

墨
家
は
始
祀
墨
子

の
後
,

孔
子
に
於
け
.Φ
重
荷
.
.老
子

に
鍬
す
る
荘
揚
に
該
當
す
る
者
を
求
め
難
く
,
從

て
墨
家

の
経
済
思
想
を
う
か
雪
ふ
の
仕
事
は
ほ
と
ん
ど
墨
子
の
経
濟
思
想
を
う

か

讐
.ふ
を
以
て
足
る
と
な
し
う
る
こ
と
な
ほ
あ
だ
か
も
.

フ
イ
ジ
ヲ
ク
ラ
ツ
ト
の
経
済
思
想
の
考
察
が
そ
の
始
祀

フ
ラ

ン
ソ
ア

.
ヶ
ネ

み

経
意

想
の
藁

を
以
て
足
る
と
せ
ら
れ
る
に
似
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
で
墨
家
の
舞

思
想
を
う
か
樽
ふ
私
の
仕
事
は
墨
子

の
経
済
思
想
を
う
か

f
ふ
こ
と
に
外
な
ら

ぬ
こ
と

」
な

る
。
然
ら
ば
墨
子

の
経
済
思
想
は
如
何

に
あ
る
か
と
云

へ
ば
、
吾

々
は
墨
子

.に
於
て
富
を
尊
び
経
済
を
重
ん
ず
る
思
想
家
を
見
る
と
言
っ
て
も
大
し
て
言
ひ
過
ぎ
に
は
な
ら

ぬ
こ
と
墨
子

の
次

の
諸
句
に
よ
り
て

明

で
あ
ら
う
。

曰
く

墨
家
の
縄
濟
思
想

第

一
巻

=

一七

第

一
號

一
二
七

1)韓 非 子,雀 第 十 九,顯 學 第 垂 ナ 。

孟 子,替 第 六,縢 丈 公 章 句 下 。2)

㌦
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墨
家
の
経
済
思
想
.

第

}
巷

[
二
八

第

一
號

一
二
八

.
合

天
下
之
君
子
。
忠
實
欲
天
下
之
富
。
而
悪
英
資

。
欲
天
下
之
治
。
而
悪
其
齪
。
當
粂
相
愛
文
相
利
。
此
聖
王
之

法
。
天
下
之
治
道
也
。
不
可
不

鷺

脳

天
下
之
王
公
大
人
。
皆
欲
其
国
家
之
富
也
。
人
民

之
衆
也
。
刑
法
之
治
也
。

垂
た
彼
は

犀

馨

則
民
仁
量

。
蔑

凶
則
民
吝
且
灘

と
　葛

て
磐

が
・
そ
れ
は
欝

欝

が
物
質
の
制
約
の
下
に
あ
嚢

左
を
意
味

せ
る
も
の
で
、
所
謂
唯
物
史
観
ま
た
は
経
済
史
親

の
範
聴
に
属

せ
し
め
ら
れ
得
る
と
こ
ろ
に
し
て
,
読
た
墨
子
の
経
済
直

観
思
想
の

一
表
象
と
す
る
に
足
る
。

・

か
く
墨
子
は
経
済
を
重
ん
じ
、
貧
を
恵
み
富
を
愛
す

る
。
然
ら
ば
富
を
得

る
道
は
彼
に
於
て
は
如
何

に
あ
る
か
。
今
富

の
獲
得
を

.生
産

と
呼

ぶ
な
ら
ば
、
そ
れ

は
即
墨
子
の
生
産
論
.に
外
な
ら

ぬ
わ
け
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
墨
子
の
生
産
論
は
如
何
に
あ
る
か
。

思
ふ
に
,
凡
そ
先
秦
時
代

の
経
済
思
想
は
概
し

て
消
費

に
意
を
用

ふ
る
に
比
し
て
、
よ
り
て
以

て
浩
費
を
可
能
な
ら
し
む
る
生
産

.は
こ
れ
を

等
閑

に
附
し
、
彼
を
設

い
て
詳
密
な
る
割
合
に
此
を
説
く

に
粗
雑
な
る
嫌
な
し
と
せ
ぬ
。
然
る
に
墨
子
は
そ
の
消
費
論
も

そ

の
詳
密
な
る
こ
と
、
後

に
述
ぶ
る
と
こ
ろ
に
よ
り

て
明
な
る
と
こ
ろ
の
如
く

で
あ
る
が
、
そ
れ

と
と
も
に
そ

の
生
産
論
も
ま
た
詳

細

を
極
め
て
み
る
。
彼
の
生
産

の
思
想
を
う
か
穿
ふ
時
、
私
は
先
づ
亥
の
諸
句
を
あ
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

曰
く
、

頼
共
力
者
生
。
不
頼
其
力
者
不
生
。
君
子
不
強
嘉
治
。
帥
刑
政
臥
。
腫
大
不
強
従
事
。
即
財
用
不
定
66

・

今
有
人
於
此
。
有
子
十
人
。

一
人
掛
而
九
八
虜
。
副
筋
者
不
可
以
不
霊
急
夷
。
何
故
則
食
者
衆
而
耕
者
算
出
σ

今
也
王
公
大
人
之
所
以
蚤
朝
曇
退
。
聴
獄
治
政
。
終
朝
均
分
而
不
最
恵
倦
者
何
也
。
日
彼
以
爲
。
強
必
治
。
不
強
必
乱
。
強
必
寧
。
不
強
必
危
。

故
不
敵
怠
倦
。
今
也
卿
大
夫
之
所
以
娼
股
肱
之
力
。
琿
其
思
慮
之
知
。

内
治
官
府
。
外
敷
關
市
山
林
澤
梁
之
利
。
以
實
官
府
。

而
不
敵
怠
倦
者

7)'墨 子,聲 之十 論 澱護第四十七 。3)
4)
5)
6)

愚子,巻 之四,鍮 愛 中第十五。
墨子,雀 之二,爾 賢下第十。
鑛・子,巻 之一,七 患第五。
墨子,巻 之八,非 架上第三十二●
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何
也
。
阿
波
以
爲
。
強
必
貴
。
不
強
必
勝
。
強
必
榮
。

不
彊
必
辱
。
故
不
敬
怠
倦
。
今
也
農
夫
之
所
以
蚤
出
喜
入
。

強
乎
耕
稼
樹
藝
、
多
衆
寂
粟
。

而
不
敵
忘
偽
者
何
也
、
日
彼
以
爲
。
独
勝
富
。
不
強
必
貧
。
強
必
飽
。不
強
必
飢
。
故
不
敵
怠
倦
。
今
也
婿
入
之
所
以

夙
輿
夜
嫌
。
強
乎
紡
績
織
維
。

多
治
麻
縫
葛
緒
梱
布
終
◎
而
不
敵
怠
偽
者
何
也
。
日
彼
以
爲
。
強
必
富
。
不
強
必
貧
。

強
必
援
。

不
眠
必
寒
。

故
不
敢
怠
倦
。

今
錐
量
在
乎
王

公
大
人
黄
苦
情
有
余
而
致
行
之
。
則
必
怠
乎
聴
獄
治

政
夷
。
卿
大
夫
必
怠
平
治
官
府
夷
。
農
夫
必
怠
乎
耕
稼
樹
勢
夷
。
婦
人
必
怠
平
紡
績
織
維
夷
。

王
公
大
人
怠
乎
賠
掛
治
政
。
卿
大
夫
怠
平
治
官
府
。

則
我
以
爲
天
下
必
齪
夷
。
農
夫
怠
乎
耕
稼
樹
藝
。
婦
人
怠
乎
紡
績
織
維
。
則
我
以
梵
天
下
衣

ら

食
之
財
將
必
不
足
英
。

そ
し
て
い
ま
こ
れ
ら

の
章
句
は
墨
子
が
富
は
労
働
の
産
果
に
し
て
、
生
産
は
榮
働
に
ま

っ
と
す
る
こ
と
を
示
し
、
そ
し
て
墨
子
が

か
く
労
働
の
重
要
性
を
高
催
す
る
こ
と
が
.
や
が
て
勤
螢
主
義
と

構
せ
ら
れ

る

所
以

で
あ
る
と
と
も

に
、

ま
た
荘
子
か
ち

『
以
自

苦
爲
極
』

説
評
せ
ら
れ
る
所
以
で
も
あ
る
。
然
し
な
が
ら
墨
子
は
必
ず
し
も
白
苔

の
爲
に
自
若
を
爲
す
も
の
で
は
な
く
、
た

ゴ
富
8

腱
得
せ
ん
と
欲
し
、
富
を
獲
得
す
る
爲

に
は
生
産
を
螢

ま
ざ
る
べ
か
ら
す
.
そ
し
て
生
産
は
勢
働
に
よ
ら
ざ
る

ぺ
か
ら
ざ
る
こ
と
を

識
記
せ
る
に
外
な
ら

ぬ
と
な
す

べ
き
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
そ
れ

は
實

に
今
日
の
経
済
理
論
よ
り
み
る
も
間
然
す

る
と
こ
ろ
な

し
と
言

ふ
を
は
壁
か
ら

ぬ
か
と
思
ふ
の
で
あ
る
が
.
.然
し
労
働
は
苦
痛

と
同
義
語
で
あ
り
、
苦
痛
な
る
が
故
に
遊
戯
と
な
ら
す
,
從

て
労
働

と
し
て
行
は
れ
る
と
と
を
要
す
る
と
さ

へ
言
は
れ
る
こ
と
を
思

へ
ぱ
、
荘
子
の
評
ま
た
必
ず
し
も
ひ
と
を
誕

ひ
る
も

の
と
は
言

へ
な

.

い
で
あ
ら
う
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
す
で
に
富
を
以
て
労
働

の
産
果
な
り
と
す
れ
ば
、
富
を
欲
す
れ
ば
先
づ
労
働
力
の
大
な
る
こ
と
が
要
請
せ
ら

れ

、労
働
力
の
大
な
る
こ
と
の
要
請
は
先
づ
労
働
者

の
衆
多
な
る
ζ
と
の
要
請

と
な
り
、
そ
れ
は
即
人

口
の
大
な
る
之
と
の
要
求
で
あ

墨
家
の
経
濟
思
想
.

第

一
巷

一
二
九

第

一
號

=
一九

」

墨子,巻 之九,非 命下策三十七。8)
9)荘 子,巻 第十,天 下第三十三.

ド

「

β

「.



噌{『一 一㌃
}[

. ,

墨
家
の
経
済
思
想

第

一
巷

=
二
〇

第

一
號

=
二
Q

ら
ね
ば
な
ら

ぬ
と
考

へ
ら
れ
る
が
、
果
し
て
墨
子
は
人

口
の
人
な
る
こ
と
の
必
要
を
肯
定
し
て
日
ふ
。
『
君
實
欲
民
之
衆
。
而
悪
其
寡

ラ

ラ

ラ

ー0

11

.

皿

云
々
。』
『
人
民
寡
則
従
事
乎
衆
之
。』
『
古
着
王
公
大
人
爲
政
於
国
家
者
。
皆
欲
國
家
之
富
。
人
民
之
衆
。
刑
政
之
治
、』

.

然
ら
ば
人

口
の
壇
大
は
如
何
に
し
て
可
能

で
あ
ら
う
か
。
今
こ
れ
に
封
ず
る
畢
子
の
思
想
を
う
か
f
ふ
と
き
、
吾

々
は
そ
れ
が
早

婚
の
轟

・
蓄
妾
の
排
髪

び
殉
死
の
楽
典

警

の
否
認
扇

葬
爺

の
農
兵

並
に
苛
斂
繋

の
除
去
纂

て
唇

立
つ
を
見

る

。

し

ば
ら

く
墨

子
自

ら

の
言

葉
を

以

て
順
・ヌ
に

こ
れ

を

示
せ
ば

曰
く
、

軌
俗
離
倍
。
唯
入
爲
難
倍
。
然
大
有
可
倍
也
。
昔

者
聖
王
爲
法
日
。
丈
夫
年
二
十
。
量
敢
不
慮
家
。
女
千
年
十
五
。
量
敢
不
辜
人
。
此
聖
王
之
法

也
。
聖
王
既
浸
。
於
民
恣
也
。
共
欲
蚤
鹿
家
者
。
有
所
二
十
年
盧
家
。

其
欲
晩
鹿
家
者
。

有
所
四
十
年
鹿
家
。

以
其
蚤
其
其
晩
稲
践
。

後
聖
王

粉

之
法
十
年
。
若
純
三
年
而
字
。
子
生
可
以
二
三
人

戻
。
此
不
惟
使
賃
蚤
礎
家
別
可
以
倍
興
。

凡
同
齢
天
地
之
間
。
包
於
四
海
之
内
。
天
壌
之
情
。
陰
陽
之
和
。
莫
不
有
也
。
雛
至
聖
不
能
更
也
。
何
以
知
其
然
。
聖
人
有
傳
。
天
地
也
則
日
土

下
。

、四
時
也
則
日
陰
陽
。
人
情
也
則
日
男
女
。
禽

獣
也
則
日
牡
牝
雄
雌
也
。

眞
天
壌
之
情
。

雌
有
先
王
不
能
更
也
。

錐
上
世
至
聖
必
菩
私
。
不

以
傷
行
。

故
民
無
想
。

宮
無
拘
女
。
故
天
下
無
寡
夫
。

内
無
拘
女
。

外
無
寡
夫
。

故
天
下
之
民
衆
。

富
合
之
君
。

其
蓄
私
也
。

大
國
拘
女
累

恥

千
。
小
國
累
百
。
是
以
天
下
之
男
多
寡
無
妻
。
女

多
拘
無
夫
、
男
女
失
時
。
故
民
少
。
君
實
欲
民
之
衆
而
悪
其
寡
、
當
蓄
私
不
可
不
節
。

天
子
諸
侯
殺
殉
。
衆
者
教
官
。
算
者
数
十
。
將
軍

大
夫
殺
殉
。
衆
者
数
十
。
算
者
数
人
。

大
人
惟
昴
興
師
以
攻
伐
郡
國
。
久
者
終

年
。
速
者
数
月
。
男
女
久
不
相
見
。
此
所
以
算
人
之
道
也
。
與
居
慮
不
安
。
飲
食
不
時
。
作
疾
病
死
者
。

胸

奥
侵
就
勢
豪
。
攻
城
野
戦
死
者
。
不
可
勝
籔
。
此
不
令
爲
政
者
。
所
以
寡
人
之
道
。
駈
術
而
起
興
。

今
不
嘗
観
兵
説
。
好
攻
伐
之
國
。
若
使
中
興
師
。

君
子
数
百
。
席
入
也
潭
必
且
薮
千
。
徒
倍
十
萬
。
然
後
足
以
師
而
動
突
。
久
者
敬
畿
。
速
者
籔

丹
。
是
丈
不
眠
聴
治
。
士
不
暇
治
具
官
府
コ
農
夫

不
眠
稼
穡
。
婦
人
不
眠
紡
績
織
維
。
則
是
國
家
大
卒
。
而
百
姓
易
努
也
。
然
而
叉
與
共
車
馬
之

疲
弊
。
幔
幕
帷
蓋
。

三
軍
之
用
。
用
兵
之
撞
。
五

分
而
得
其

一
。
則
猶
爲
序
疏
夷
。
然
而
叉
與
其
散
亡
道
路
。
道
路
遼
遠
。
糧
食
不
鰻
際
乖
飲
食

14)
15)
16)

墨 子,巷 之 ・・.一,欝過 第 六 ・

墨 子,巷 之 六,節 葬 下 策 二 十 五

墨 子,巻 之 六,節 用 上 策 二 十

10)
11)
12)
13)

墨子,巻 之一,群 過第六
墨子,雀 之六,節 葬下策二十五
墨子,巻 之二,倫 賢上第八
墨子,巷 之六,節 用上策二十
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之
時
。
断
役
以
北
飢
寒
凍
餅
疾
病
而
輔
死
溝
壑
中
音
。
不
可
勝
数
也
。
此
其
爲
不
利
於
人
也
。
天
下
之
害
厚
突
。
而
王
公
大
人
樂
而
行
之
。
則
此

「

恥

樂
賊
滅
天
下
之
萬
民
也
。
貴
不
惇
哉
。

覇

其
使
民
勢
。
其
籍
敦
厚
。
民
財
不
足
。
凍
餅
死
者
不
可
勝
数
也
。

君
死
喪
之
三
年
。
父
母
死
喪
之
三
年
。
妻
與
後
干
死
者
。
五
皆
喪
之
三
年
。
然
後
伯
父
叔
父
兄
弟
聖
子
其
族
人
五
月
。
姑
姉
甥
舅
皆
有
月
数
。
則

殿
矯
必
有
制
夷
。
使
面
目
陥
陽
。
顔
色
黎
黒
。
耳
目
不
聰
明
。
手
足
不
勤
強
。
不
可
用
也
。
天
日
。
上
士
操
喪
也
。
必
扶
而
能
起
。
杖
而
能
行
。

以
北
共
三
年
。
若
法
若
言
行
若
道
。
荷
其
飢
約
文
着
地
爽
。
是
故
百
姓
冬
不
傍
寒
。
夏
不
偶
暑
。
作
疾
病
死
者
。
俸
可
勝
計
也
。
此
共
爲
敗
男
女

り

之
交
多
臭
。
以
北
求
衆
。
醤
猫
使
人
員
創
而
求
共
壽
也
。
衆
之
説
無
可
得
焉
。
是
政
求
以
乗
入
民
。
而
既
以
不
可
戻
。

」そ
し

て
そ
れ

に
於

て
吾

た
は
墨

子

の
人

口
増
加
論

が

、

男
女

阻
隔

の
因

を
除

き
積

極
的

に
生
殖

力

の
増

大

を

促
進

せ
ん

と
す

る
も

の

と
、

既
存

人
命
を

重

ん
じ

て
消
極

的

に
人

口

の
減
少

を
防

止

せ
ん

と
す

る

も

の
よ
り
成

る
を

知

る
。

卸
、

早

婚

の
主

張
、
蓄

妾

の
排

撃

ぱ
断
齢

で
謝

し
,

樹

鷹

O
駿

血

ま
後

静

に
濁
し
,

鞍
事

D
否
認
、

久

騰

り
睦

止
、
苛

征

の
除

去

の
如
き

は
そ

の
双
方

に
ま
た

が

る

3

一
、一贋
=
/
ー
ド
「闇

「メ'
.〆'
(
冒!」
.
'
馳ト

'
よ〆
ー

ハ.

1匠「
み酬.
,一

'
.恥剛=口

「
1,

馬

「』

)

尽
一ら
5
0

霜
6

「

「司
・《

然

し
な
が

ら

人

口
増

大

し
て
労

働
者

が
衆
多

と
な

っ
て
も

.
も

し
各

人

の
勢

働

の
能

率
が

小
な
ら

ば
そ

の
意
義

は
小

で
な
け

れ
ば

.

な

ら

ぬ
。

そ

こ

で
人

口

の
増
加

と

と
も

に
螢

働

の
能

率

の
増

進

が
問
題

と
な

る
。

そ
し

て
労

働

の
能
率
は

分
業

に
於

て

異
常
な

る
増

進

を

み
る

こ
と
夙

に

ア
ダ

ム

・
ス
ミ

ス
が
そ

の
不
朽

の
名
著

国

富

論

の
劈
頭

に
於

て
詳

細

に
説
く

と

こ
ろ

に
よ
り

て
明

に
せ
ら

れ

る

・が
、

墨
子
も

亦
よ
く

這
般

の
理
を
識

記

せ
る

こ

と
は

墨
子

に
見

ゆ

る
次

の
句

に
よ

り

て
知
る

こ

と
が

で
き

る
。

曰
く
、
『
凡
天

下

璽

百

)

〉

　

　り
　

り
　

エ
。
輪
車
蝦
.豹
陶
冶
梓
匠
。
使
各
從
事
其
所
能
。』
『
夫
知
者
必
量

π
カ
所
能
至
。
而
従
事
焉
。』
ま
た
前
に
引
け
る

『
今

や
王
公
大
人

・蚤
く
朝
し
暴
く
退
き
云

々
』
の
章
句
は
ま
た
分
業

の
観
念
を
前
提

と
す
る
も

の
で
あ
り
.
彼

の
分
業

に
關
す
る
考
を
う

か
が
は
し
む

墨
家
の
経
濟
思
想
.

陋

策

一
巻

=
一=

第

一
號

一
=
=

21)墨 子,巻 之 十 二,公 孟 第 四 十 八 。17)
18)
19)
20)

墨子,巻 之五,非 攻下第十九。.
墨子,巻 之六,節 用上策二十
墨子,倦 之六,飾 葬下策二十 五
墨子,巻 之六,節 用 中第二十 一一

、
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4

墨
家
の
経
濟
思
想

第

一
巻

=
二
二

第

一
號

=
二
二

る

に
も
亦
役
立
つ
こ
と
は
多
言
を
要
せ
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
。

そ
し
て
右
に
引
け
る
と
こ
ろ
は
い
つ
れ
も
主
と
し
て
入
の
能

力
の
不
等

に
基
く
分
業
で
あ
る
が
.
墨
子
は
さ
ら
に
地
域
の
不
同
に

基
く
分
業
を
も
識
記
せ
る
こ
と
は
例

へ
ば

こ
れ
を
亥
の
句
に
於

て
う
か
史
ふ
を
う

る
で
あ
ら
う
.

曰
く
、
『
荊
有
雲
夢
。
犀
児
藥
鹿

恥

満
之
。
江
漢
之
魚
鼈
冗撫
竜
。
爲
天
下
富
。
来
所
爲
無
云

々
。
』

た

璽
し
,
人
的
分
業

と
言
ひ
、
地
域
的
分
業
と
言
ふ
も
,
何
れ
も
謂
は
罫
職
業

と
職
業

の
間

に
於
け
る
分
業
で
み
る
ガ
,
分
業

偉

そ
れ
ぐ

の
業

の
内
部
に
於

て
も
現
は
れ

て
、
所
謂
作
業
過
程

の
分
割
、
・部
分
勢

又
は
分
工
と
呼
ば
れ
る
も

の
が
成
り
立
ち
.
そ
レ

て
労
働

の
能
率

の
増
進
は
こ
れ
に
於

て
最
顕
著
な
る
こ
と
は
、

ま
こ
と
に
ア
ダ

ム

・
ス
ミ
ス
の
説
く
と
こ
ろ
の
如
く

で
あ
る
。
そ
し

て
わ
が
墨
子
も
ま
た
分
業
を
論
じ
て
此
貼

に
ま
で
到
達
せ
る
こ
と
は
彼
が
、

警
若
築
藩
然
。
能
築
者
築
。
能
實
壌
者
實
壊
。
能
欣
者
欣
。

然
後
脳
成
也
。
爲
義
猫
是
也
。
能
談
鰭
「者
談
辮
。
能
説
害
者
説
書
。
能
従
事
者
従

物

事
。
然
後
義
事
成
也
d

・

と
言

へ
る

に
よ
り
て
知
る
を
得
べ
く
、
そ
れ
は
吾
人
の
讃
嘆
に
値
す

る
と
こ
ろ
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

然
し
い
く
ら
労
働

の
能
率
が
増
進
し
て
も
、
そ

の
勢
働
が
有
効
適
切

に
便
用
せ
ら
れ
ね
ば
凡
そ
意
義
が
な
い
。
師
無
用

の
物
の
生

産
を
さ
け

て
有
用
の
物

の
生
産

に
ふ
り
む
け
ら
れ

ね
ば
な
ら
ぬ
。
換
言
す
れ
ば
奢
侈
品
の
生
産
に
向
け
ら
れ
る
如
き
螢
働
力
を
引
き

上
げ

て
こ
れ
を
必
需
品
の
生
産
に
用

ひ
る
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
。
そ
し
て
墨
子
が
こ
の
貼

に
就
い
て
も
ま
た
考
慮
を
め
ぐ
ら
す
を

お

こ
た
ら
ぬ
と
と
は
、
例

へ
ば
後

に
彼

の
消
費
論
に
於
て
う
か
f
ひ
う
る
如
く
節
用
を
論
き
な
が
ら
も
、
な
ほ
か

つ
ま
た
例

へ
ば
女

の

如

く
述
べ
を
る
に
よ
り
て
こ
れ
を
う
か

樽
び
う
る
で
あ
ら
う
。

曰
く
、

■22)墨 子,巻 之 十 三,公 輸 第 五 十 。

23)墨 子,巷 之 十 ・一,耕 柱 第 四 十 六 。



塞
玉
作
免
舟
車
。
以
便
氏
之
事
。
其
矯
舟
車
也
。
全
国
瞬
利
。
可
以
佳
重
致
選
。
其
匁
用
財
小
J

而
矯
利
多
。
是
以
民
梁
而
利
之
。
・

英
免
舟
車
。

奥
此
異
実
。

全
国
鰹
利
皆
己
具
。
必
厚
作
品
拙
於
百
姓
。
以
飾
舟
車
。
飾
車
以
文
采
。
飾
舟
以
刻
鎖
。
女
子
腐
其
紡
織
而
修
文
宋
。

故
艮
寒
。
男
子
離
共
耕
稼
而
情
刻
鎖
。
故
民
能
。

ま
た
先
に
引
け
る
如
く
戟
等
を
否
認
し
、

霊
農
を
設
け
る
酔
官
は
杢
た
と
の
角
度
よ
り
把
握
す
る
と
と
も
可
能
で
あ
ら
う
。

嘗
今
之
主

と
れ
を
要
す
る
に
墨
子
は
宮
を
重
じ
、
宮
は
努
働
の
産
呆
な
る
所
以
を
明
か
に
し
、
従
て
勢
働
の
能
率
増
進
の
必
要
を
識
認
し
、

そ
し
て
勢
働
の
能
率
は
分
業
に
依
る
べ
き
を
理
解
す
る
。
然
か
る
に
分
業
は
協
業
陀
ま
で
集
化
せ
ら
れ
ざ
る
ベ
か
ら
歩
、

は
流
通
陀
於
て
成
り
立
ち
、
流
通
は
先
づ
交
易
の
形
態
を
と
る
。
だ
か
ら
流
通
、
従
て
ま
た
交
易
は
分
業
の
結
果
分
裂
せ
る
生
産
者

分
業
集
化

と
消
費
者
を
財
貨
獲
得
の
上
陀
於
て
連
結
じ
、
以
て
生
産
物
を
生
産
者
の
千
よ
り
消
費
者
の
手
に
ま
で
流
通
せ
し
む
る
も
の
で
あ
り

従
で
そ
れ
は
生
産
者
消
費
者
間
に
存
ず
る
間
痛
の
克
服
陀
於
て
成
り
立
つ
。
然
か
る
陀
生
産
者
消
費
者
の
聞
に
は
人
的
問
時
‘
時
間

隔
を
克
服
す
る
も
の
即
所
謂
保
管
で
あ
り
、
最
後
に
そ
の
人
的
間
隔
を
克
服
す
る
も
の
即
所
謂
貨
幣
で
あ
る
。

的
問
附
及
び
包
間
的
間
隔
が
あ
る

U

そ
し
て
先
づ
そ
の
室
間
的
間
隔
を
克
服
す
る
も
の
卸
所
謂
交
通
で
あ
り
、
次
に
そ
の
時
間
的
問

先
づ
交
通
に
就
い
て
は
塁
子
は
種
A

思
索
を
め
ぐ
ら
し
、
特
に
舟
京
の
要
を
設
い
て
詳
し
き
も
の
が
あ
る
。

吉
之
氏
未
知
免
舟
車
時
。
責
任
不
移
。
速
道
不
至
。
故
聖
王
作
矯
舟
車
以
便
民
之
事
。

日
く
、

車
矯
服
重
致
法
。
乗
之
則
安
。
引
之
則
利
。
安
以
不
傷
人
。
利
以
遠
至
。
此
車
之
利
也
。
古
者
事
王
免
大
川
底
谷
之
不
可
抽
出
。
於
是
利
鴛
舟
峠
件
。

叩

是
以
将
之
則
止
。
路
上
者
三
公
諸
侯
至
。
舟
樟
不
易
。
津
人
不
飾
。
此
舟
之
利
也
。

其
矯
舟
車
何
以
活
。
車
以
行
陵
段
。
舟
以
行
川
谷
。
以
遁
四
方
之
国
判
。
凡
桂
月
舟
車
之
進
。
加
軽
以
利
者
芋
組
。
不
加
者
去
之
。
凡
其
免
此
物
也
。

無
不
加
用
而
矯
者
。
是
故
用
財
不
賛
。
民
得
不
弁
。
其
興
利
多
実
。

墨
家
の
綬
済
思
想

第
一
一
披

一

第
一
巻

癖週第六。

館用中第二十一。
節用よ第二十。

一
六
六

之

之

之

巻
。
巻
巻

'
上
'
，

子

子

子

塁
間
墨
墨

24】
25) 
26) 
27) 
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●

墨
家
の
経
濟
思
想

第

「
巻

=
二
四

第

一
號

=
二
四

吹

に
保
管
に
就
い
て
は
そ
れ
程

に
詳
し
い
考
察
を
示
し
て
居
ら
ぬ
や
う

で
あ
る
が
、
そ
れ

で
も
吾

々
は
浴

衣
の
諸
句
に
於
て
そ

の
開

心

の
淺

か
ら
ざ

る
を

み
る
。

日
,く
,

倉

無

偏

粟

不

可

以

待

凶

磯

。
庫

無
備

共

難

有

義

不

能

循

…

…

慮

其

府

庫

・:
・・
府

庫

琿

松

内

:
・・:
故

國

離

冠

敵

則

傷

。

民

見

凶

磯

則

亡

;

・
・
國
無
三
年
家
書

幽

斐

國
也
蒙

無
三
年
之
碁

・
子
嚢

毒

些

請

払

医

籍

・
畳

待
不
脳

・
.放

馬

瞥

然
し
な
が
ら
貨
幣
に
就

い
て
は
そ
の
語
る
と
こ
ろ
極
め
て
少
な
く
.
吾

々
は
た

野
僅
に

『
買
。
刀
羅
相
爲
頁
。
刀
輕
則
羅
必
貴
。

の

刀
重
則
擢
必
易
。
王
刀
無
攣
。
羅
有
壁
。
歳
攣
羅
則
歳
攣
刀
。
若
鷲
子
』
と
言

へ
る
を
あ
ぐ
る
に
と
Ψ
め
ざ
る
を
得
ぬ
か
と
思
ふ
が
、

然
し
そ
れ
は
實
に
財
貨

の
償
格

は
財
貨
の
償
値

の
貨
幣

に
於
け
る
表
現

で
あ
り
、
從

て
貨
幣
償
値

と
物
債
は
相
開
闢
係

に
於
て
立
ち

物
債

の
騰
貴

は
則
貨
幣
債
値

の
下
落

で
あ
り
、
そ
の
下
落
は
則
貨
幣
償
値
の
騰
貴
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
逆
も
ま
た
成
り
立

つ

こ
と
を
理
解

せ
る
も
の
で
、
も

っ
と
も
彼
が
そ
の
場
合
貨
幣
便
便
,
從

て
ま
た
物
債
の
憂
動

の
要
因
を
財
貨

の
量

の
憂
動

に
の
み
求

め
て
貨
幣

の
側

に
求
め
す
、
『
王
刀
攣
す
る
な
く
し
て
擢

に
は
攣
す
る
あ
り
。
』
と
云

へ
る
は
ど
う
か
と
も
思
ふ
が
、

と
も

か
く
貨
幣

債
値
憂
動

に
關
す
る
極
め
℃
透
徹
せ
る
見
解
な
り
と
構
す
る
を
妨
げ
ぬ
で
あ
ら
う
。

或
は
彼
が
、

ヰ

　

さ

さ

厚
爲
疲
弊
。
卑
僻
令
。
亟
偏
禮
四
都
諸
侯
。
外
有
以
爲
皮
帯
。
與
四
郷
諸
侯
交
接
。
外
有
以
爲
理
壁
珠
玉
、
以
聴
撹
四
鵜
。

等

と
言

へ
る
場
合

の
そ

の
皮
幣
を
以

て
貨
幣

と
な
し
、

こ
れ
ら

の
言
を
以
て
貨
幣
に
就

い
て
語
る
も
の
だ
と
す
る
む
き
も
あ
る
が
.

こ
エ
に
所
謂
皮
幣
は
皮
と
幣

の
並
立
せ
る
語

に
す
ぎ
ぬ
こ
と
.
例

へ
ば
孟
子
注
疏
解
経
巻
二
、
梁
恵
王
章
句
下
の
疏
に
於
て
皮
幣

に

32)墨 子,雀 之=二,尚 賢 中第 九 。

33)墨 子,雀 第 之 七,天 意 中 第 二 十 七 。

28)
29)
30)
31)

墨 子,巻 之 一,七 患 第 五 。'

墨 子,巻 之 一,餅 過 第 六 。

墨 子,巻 之 十,経 説 下 策 四 十 三 。

墨 子,巷 之 † 三,魯 間 四 † 九 。



て
・魯

帽
.

註
レ
て

『
皮
狐
路
之
嚢
・
幣
鴛

之
亀

』
≦

。
へ
る
が
如
く
で
提

て
そ
れ
が
纂

を
指
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
飯
島
幡
司
博
士
が

鋤

論

ぜ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
如
く

で
あ
る
と
解
す
べ
き
も

の
と
思
ふ
。

然
し
.
と
も
か
く
も
貨
幣
に
就
い
て
の
見
解
が
示
さ
れ
て
み
る
こ
と
は
貨
幣

の
存
在

せ
る
が
故
で
あ
り
、
そ
し
て
貨
幣
が
存
在
す

る
と
こ
ろ
で
は
交
易
は
費
買

の
形
態
を
と
り
、
財
貨
は
償
格

の
具
有
者
と
し

て
現
は
れ
る
こ
と

x
な
る
。
そ
れ
で
墨
子
に
於
で
償
格

に
關
す
る
思
想
を
う
か
ゴ
つ
て
み
る
と
と
は
必
ず
し
も
木
に
よ

っ
て
魚
を
求
む
る

の
た
ぐ
び
で
は
な
い
こ
と
は
す

で
に
前
掲

の
彼
の

貨
幣

に
聞
す
る
言
が
そ
れ
を
示
し
て
み
る
が
、
彼
は
さ
ら

に
債
権

に
就

い
て
次
の
如
く
述
べ
て
み
る
。
.曰
く
、

漁
.

『
買
宜
則
讐
。
親
在
壷
。』
責

重
也
者
。
霊
去
其
所
以
不
讐
也
。
其
所
以
其
不
讐
去
。
財
讐
。
缶
質
也
。
宜
不
宣
。
缶
欲
不
欲
。
若
敗
邦
糊
室
嬢
子
。

無
子
。

.

そ
し
て
そ
れ

は
資
に
償
格

の
形
成
を
論
じ
て
需
要
供
給

の
勢
力

の
均
衡
す
.る
と
ご
ろ

に
於

て
成
り
立
つ
と
す

る
も

の
と
解
す
べ
く
,

そ

の
設
明
の
展
開
が
宛
然
今
日
の
市
場
償
格
読

の
そ
れ
を
彷
彿
せ
し
む
る
も

の
あ
る
は
ま
た
偉
と
す
る
に
足
る
で
あ
ら
う
。

生
産
せ
ら
れ
た
る
財
貨
が
交
易
に
よ
り

て
そ
れ
凶
＼

生
産
者

の
手
よ
り
消
費
者

の
手
に
流
れ
行
き
て
落
ち

つ
ぎ
た
る
状
態

に
於
て

眺
む
る
と
き
、
こ
れ

を
分
配
と
言

へ
る
か
と
思

ふ
が
、
然
ら
ば
分
配

の
角
度
よ
り
み
る
と
き
墨
子

の
思
想
は
如
何
に
あ
る
で
あ
ら
う

か
と
う
か

虻
ふ
に
、
そ
の
場
合
吾
々
は
墨
子
が

『
霞

力
・
不
聾

相
勢
・
霧

欝

・
不
以
相
分
・
睡

良
道
・
不
以
相
教
・
天
下
之
齪
・
蕎

緊

f

天
之
意
.h
…
欲
人
之
有
力
相
螢
。
有
道
相
敏
。
有
財

相
分
也
。
叉
欲
上
之
強
聴
治
也
。
下
之
強
従
事
也
。
上
強
聴

治
則
国
家
治
喫
。
下
張
徒
事
則

ほ

甜

財
.用
足
夷
。

墨
家
の
経
済
思
想

第

一
巻

=
二
五

第
.
「
號

=
二
五

34)孟 子,巻 第 二,梁 悪 王 章 句.下。.

35)飯 島 幡 司,支 那 幣 制 論,

頁 十 一 十 五 。
3① 墨 子,巻 之 十,縄 下 策 四 十.一、,

37)
38)
39)

墨 子,巻 之 十,縄 脱 下 策 四 十 三 。

墨 子,巻 之 三,伺 同 上 第 十 一Q
墨 子,巷 之 七,大 志 中 第.二 十 七 。

.

ら
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.

の

墨
家
の
経
濟
思
想

爲
賢
之
道
將
奈
何
。
日
。
有
力
者
疾
以
助
人
。櫛

得
食
。
寒
則
得
衣
。
齪
則
得
治
。
此
安
生
生
。

有
財
着
地
以
分
人
。

第

「
巷

一
三
六

第

一
號
・

一
三
六
.

有
道
者
勧
以
敏
人
。
若
此
則
飢
若
侍
食
。
寒

者
得
衣
。
記
者
得
治
。
岩
肌
則

と

言
ふ
を

き
く
。

そ

し

て
そ
れ

は
言

ふ
ま

で
も
な

く
富

の
偏
在

、
貧
富

の
懸
隔

を
非

と
す

る
も

の
で
あ

り
、

從
.て
そ
れ

は
均

分
を

理

想

と
す

る
も

の
と
解
す

べ
き

で
あ
る
。

こ
れ

彼
が

揚
床

の
個

人
主
義

に
鋤

し

て
肚
會

主
義

の
代
表
者

と

せ
ら
れ

る
所

以

で
あ

る
が
、

然

し
な

が
ら

私
を

し

て
言
は

し
む
れ

ば
、

そ

の

『
蝕

財
相

分

つ
』

と
言

ひ

『
有
材

根

分

っ

司
と
言

ム
と
き

、

そ
ぼ

ま
風
苛

け
董

訓
迂

1

一

.,
一

「
【一

一
.
.・
.

.
j
i

一一ノ
ーノ
量

胴芝
ム「
五

.

を
前
提
と
し

て
始
め
て
可
能
で
あ
る
の
で
あ

っ
て
、.

若
し
私
有
財
産
が
無

い
な
ら
、

そ
も
く

人
に
分

つ
べ
き
財

の
あ
る
べ
き
理
な

く
、
從

て
ま
た
絵
財
な
く
、
有
財
相
分
ち
、
齢
財
相
分
か

つ
な
ど
い
ふ
こ
と
は
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

で
あ
ら

う
。
そ
れ

で
墨
子
は
均
分
を
説
く
と
は
言

っ
て
も
そ
れ
は
普
通

の
肚
會
主
義
に
於
け
る
が
如

く
私
有
財
産
制
度
を
否
認
す
る
も
の
で

は
な
く

て
却

て
そ
れ
を
肯
定
し
、
そ
れ

の
上
に
立
脚
し
て
慈
善
を
駕
す

こ
と
を
詮
く
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
み
だ
か
も
中
世
の
キ

リ

ス
ト
教
が
慈
善
寄
捨
を
駕
す
爲
に
は
私
有
財
産
な
か
る
ぺ
か
ら
す
と
し
て
そ
こ
に
私
有
財
産
制
度

の
存
在
理
由
を
求
め
た
る

と
す
こ

ぶ
る
論
理
を
同
じ
う
す
る
の
襯
な
き
を
得
ぬ
も

の
が
あ
る
。
た

窟
然
し
な

が
ら
墨
子
は
均
分
を
説
く
と
同
時
に
梁
愛
を
説

く

と
と
例

へ
ば
次

の
如
く

で
あ
る
。

曰
く
、

の

親
人
之
國
・
若
覗
其
國
・
親
人
豪

・
蓄

其
家
・
覗
人
之
見

蕎

共
編

覆

相
愛
。
則
不
野
戦
。
家
籍

愛
。
則
不
袈

。
入
興
人
相
愛
。
則
不
相
賊
。
君
臣
相
愛
。
則
慧

。
父
子
相
愛
・
則
慈
孝
・
兄
霜

愛
・
.則

め

和
調
。
天
下
之
人
皆
相
愛
。
張
不
軌
弱
。
衆
不
劫
寡
。
富
不
侮
貧
。
貴
不
敷
銭
。
詐
不
欺
乱
。

婁

聖
王
之
道
也
。
王
公
大
人
斎

婁

也
・
箆

衣
食
之
所
量

也
■.…

此
奎

之
追
而
萬
民
之
大
利
恥

40)
41)
42)
43)

遜子,巻 之二,爾 賢下第十。
墨子,巻 之四,兼 愛 中第十五5
同上。
墨子,巻 之四,最 愛下策十六。



慧

謬
驚

喜
鰯
,
.

だ
か
ら
彼
の
均
分
主
義
は
自
他
の
匿
別
を
慶
す

る
謂
は

壁
無
階
級
的
な
る
と
こ
ろ

に
そ

の
特
徴
を
有
し
、
こ
の
黙

に
於

て
儒
家
者
流

の
均
分
主
義
・
蒼

そ
の
警

異
・
す
・
.
・
れ
孟
子
が
婁

を
評
・
て

『
撃

衆
愛
・
是
無
蓋

・
無
父
…

.是
蜜

み

圭

一。

へ
る
所
以
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
故
に
と
そ
、
そ
れ
は
ま
た
単
な
る
均
分
主
義
よ
り
も
ま
り
肚
會
主
義

へ
つ
な

が
る
と
評
す
べ
き

で
あ
ら
う
。

富
は
生
産
せ
ら
れ
、

交
易
を
通
じ

て
消
費
者

に
分
配

せ
ら
れ
、

そ
こ
で
始
め
て
そ

の

本
来

の
目
的
た
る
消
費

の
用
に
供
せ
ら
れ

る
。
然
ら
ば
溝
費
に
關
し
て
は
墨
子
は
如
何
に
考

へ
る
か
。
消
費
に
聞
す

る
彼
の
考

へ
は
竃
に
節
倹

で
あ
り
節
用

で
あ
り
、
實
利
を

貴
び
て
無
用

の
費
を
去
る
べ
き

こ
と
を
繰
ゆ
返

へ
し
論

い
て
倦
む
と
こ
ろ
を
知
ら
ざ
る
も
の
x
如
く
、
ま
こ
と
に
節
倹
論

は
墨
子
に

於
て
極
ま
れ
る
の
感
が
あ
る
。
然
ら
ば
彼

の
節
倹
論
は
如
何
と
云

へ
ば
、

彼
は
日
ふ
。

畔

倫
辮
邸
則
旧聞
。
淫
佚
別
品じ
。

聖
人
鴛
政

}
國
。

「
國
可
倍
也
。
大
之
爲
政
天
下
。
天
下
可
倍
也
。

其
倍
之
非
外
政
地
也
。

因
其
國
家
。
去
其
無
用
之
費
。

足
以
倍
之
。
聖
王

爲
政
・
蓑

令
睾

・
隻

用
財
也
・
築

加
用
饗

者
・
毫
釐

果

饗
・
民
得
不
労
・
益

利
多
知
・

そ
し
て
、

こ
れ
實
に
彼
の
節
倹
読

の

一
般
的
の
原
理
原
則
を
爲
す
も

の
で
、
彼
が
こ
の

一
般
原
理
原
則
を
展
開
し

て
衣
食
住
に
適
用

す
る
と
こ
ろ
に
そ

の
各
論

に
該
當

す
る
も
の
が
成
り
立

つ
と
み
る
こ
と
が

で
き
る
。
曰
く
、

裏

壁
王
制
爲
飲
食
之
法
。
・
。
足
以
充
虚
・
難

。
震

肱
・
耳
晶

明
・
則
止
・
不
極
五
味
之
調
雰

香
之
和
・
不
整

國
珍
怪
異
甑
・

め

古
着
聖
王
制
爲
衣
服
之
法
。
日
。
冬
服
紺
織
之
衣
。
輕
且
暖
。
夏
服
稀
硲
之
衣
。
輕
且
清
。
則
止
。
諸
加
賀
不
加
於

民
利
者
。
聖
王
弗
鳳
。

聖
王
作
爲
宮
室
。
爲
宮
室
之
法
。
日
。
室
高
足
以
辟
潤
漁
。

邊
足
以
園
風
寒
。

上
足
以
待
雲
霧
雨
露
。

官
胎
之
高
足
以
別
男
女
之
禮
。

謹
此
則

墨
家
の
縄
濟
思
想

第

一
巻

=
二
七

第

一
號
.

=
二
七

48)同 上 。44)
45)
46)
47)

孟 子,巷 第 六,瞭 丈 公 章 句 下 。

墨 子,巻 之 一,僻 過 第 六 。

墨 子,巻 之 六,節 用 上 策 二 十 。

墨 子,巻 之 六,節 用 中 第 二 十 一一・



9

・

,

墨
家
の
経
済
思
想

・

勘

止
。
.凡
賀
財
勢
力
不
加
利
者
不
爲
也
。

そ
レ

て
、

こ

の
鱗
億

論

が

さ
ら

に
旗

人

せ
ら

れ

る
と

き
、

ら

れ
る

こ

と

」
な

る

と
解
す

る

こ
と

が

で
き
る
。

曰
く

.

第

一
巻

=
二
八

第

一
號

八

次
に
引
ぐ
如
き
彼

の
有
名
な
る
節
葬
,
非
樂
、
非
攻
の
諸
論
が
展
開
せ

金
聾
鰍
浪
執
厚
薄
衣
嚢
者
書
取
爲
事
乎
国
家
。
此
々

乎
王
公
大
人
智
嚢
者
日
。
棺
椰
必
重
。
葬
埋
必
厚
。
衣
裳
必
多
。
丈
繍
必
繁
。
耶
朧
必
臣
。

存
乎
匹
夫
賊
人
死
者
。
借
蜴
家
窒
。
存
乎
諸
侯
死
者
の
虚
府
庫
。
然
後
金
玉
珠
環
比
平
易
。
論
組
節
約
車
馬
張
手
蟹
。
双
必
多
爲
幔
幕
鼎
鼓
几
憧

壺
濫
文
剣
朋
施
歯
革
寝
而
埋
之
。
漏
意
若
逡
從
。
…
…
計
厚
葬
。
爲
多
埋
賦
之
財
者
也
。

計
久
葬
。

爲
久
禁
従
事

者
也
。

財
以
成
者
。

扶
而
埋

勒

之
。
役
得
生
者
而
久
禁
之
。
以
北
求
富
。
此
讐
猶
禁
耕
而
求
穫
也
噂

動

厚
葬
久
喪
。
實
不
可
以
富
貧
衆
寡
定
危
治
臥
乎
。
則
非
仁
也
。
非
義
也
。
非
孝
子
之
事
也
。
鳥
人
謀
者
不
可
不
温
血
。

古
聖
王
制
爲
葬
埋
之
法
。
日
。
棺
三
寸
。
足
以
朽
髄
。
衣
金
三
領
。
足
以
覆
悪
。
以
及
共
葬
也
。
下
母
及
泉
。
上
最
適
臭
。
堅
若
参
耕
之
畝
則
止

嘉

・
　

楚

者
必
無
粂

・
需

竃

・
…

所
聾

霜

輩

慧

重

子
之
質

非
樂
者
。
非
以
大
鷲

華

華

笙
之
聲

爲
不
樂
也
。
査

刻
釜

委

章
之
色
以
爲
不
美
也
。
輩

築

憂

之
味
以
爲
不
,
鉦

影

聾

難

欝

籟

畷

雑

観

其
安
屯

月
知
其
昔
亀

目
知
共
美
屯

耳
知
其
樂
屯

謹

考
之
不
中
聖
王
之
嘉

.欝

今
嘗
聲

上
竹
窮

篠

蕾

擁

劫
・
往
麗

置

捨
不
反
音
・
不
可
選

孟

矛
箋

梨

車
.
其
裂

.
霧

騨

而
震

音
。
・

.ゑ

福

可
陽
皺
。
與
其
牛
馬
肥
而
往
。
瘡
而
反
。
往
死
亡
而
不
反
者
。
不
可
勝
数
。
…
…
國
家
螢
政
奪
民
之
用
。
腰
民
之
利
。
若
此
甚
衆
。
然
而
何
爲
馬

券
巻

巻

く

昊

穫

勝
・
襲

得
之
型

驚

華

墨

・一局

計
共
所
見

舞

・
毘

計
其
覆

反
不
如
所
褒
者
之
㌦

灘

騰

今
王
公
大
人
天
下
之
諸
侯
。
:
・…
將
必
皆
差
論
其

爪
牙
之
士
。
皆
比
列
其
舟
車
之
卒
伍
。
於
此
爲
堅
甲
利
兵
以
往
攻
伐
無
罪
之
國
。
入
其
国
家
邊

)
一
)
)

鋤

9
0
1
2

4
FD
【D
5

境
。
麦
刈
其
末
様
。
斬
其
樹
木
。
墜
其
城
郭
。
以

浬
其
溝
池
。
撰
殺
其
牲
栓
。
燭
潰
其
祖
廟
。
.頸
殺
其
萬
民
。
覆
其
老
弱
。
遷
共
重
器
。
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然
し
な
が
ら
墨
子

の
非
攻
は

一
概
に
戦
争
を
排
撃
す
る
も

の
で
は
な

い
。
彼
が
攻
と
諒
を
匝
別
し
私
欲
の
爲

の
攻
伐
こ
そ
、

こ
粛

ラ

　イ

　

う

を
否
定
す
る
も
、
治
安

の
爲

の
誅
伐
は
こ
れ
を
肯
定
レ
、
ま
た
他
国
よ
り

の
侵
略
に
饗
す
る
自
衛
譲
の
獲
動
は
こ
れ
を
是
認
す
る
こ
と

が
彼
の
所
論
中
に
う
か

穿
は
れ
る
こ
と
學
者

の
夙
に
指
摘
せ
る
と
こ
ろ
の
如
く
で
あ
る
が
.
な
に
よ
り
も
彼
自
身
職
孚
殊
に
防
戦
に

於
け
る
優
れ
た
る
才
能

の
所
存
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
ま
な
ほ
墨
守
の
語

の
傳
は
る
に
よ
り
て
こ
れ
を
う
か

罠
ふ
こ
と
が
で
き
る
で

あ
ら
う
。

墨
子
は
消
費

に
於
て
倹
を
説
き
、
節
用
を
論
ず

る
と
と
上
述

の
如
く
で
あ
る
が
、
そ
も
く

墨
子
が
倹
を
設
き
節
用
を
論
ず
る
所

以

の
も

の
は
、
奢
侈

に
梳
る
れ
ば
必
然
の
結
果
と
し
て
厚
く
民
を
搾
敷
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
り
、
そ
う
す
る
と
民
は
治
め
難
く

し
て
世
は
齪
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
こ
と
は
墨
子

の
繰
り
返

へ
し
述

ぶ
る
と
こ
ろ
よ
り
し
て
明
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
だ
か

ら
墨
子
に
於
て
は
重
賦
厚
轍

は
そ

の
最
も
避
く
べ
く
排
す

べ
き

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
彼
に
よ
れ
ば
恒
常

的
な
賦
課
は
民
を
害
す
る
こ

と
少
な
し
と
て

『
常

役
』
、
『
常
任
』

に
よ
る
べ
き
こ
と
が
主
張
せ
ら
れ
る
口
即
日
ふ
。

.

九
私

　

　

　

則
民
　

警

共
莚

其
租
諾

　

掩

・
彗

輩

葎

作
敷
・
壕

.
糞攻

用
過

か
く
墨
子
は
民
を
治
め
天
下
を
平
ら
か
に
す
る
を
望
ま
ぱ
、

民
の
苦
を
除
く
爲

に
重
賦
厚
敏
を
さ
け
、
常
役
常
任
に
よ
る
べ
し

「と

沸
標

す
る
・
そ
し
て
そ
の
常
役
常
征
と
営
農

撮
せ
る
き

ろ
は
、
即
今
・
親

に
於
け
る
四
大
原
則
畜

せ
ら
れ
る
も
の
上

に
警

証
発

港
巻
巷

す
る
が
、
し
か
る
と
き
は
凶
歳
飢
饉

に
際
し
て
は
如
何

に
す
る
か
と
言

へ
ば
、
墨
子
は
百
官

の
緑
を
減
じ
そ
の
清
費

を
縮
少
せ
む

と

モ
モ
引

墨
墨
墨

す

る
も

の
」
如
く
次

の
如
く
説
く
。

曰
く
、

㊦
み
の

五
穀
甕
収
。
則
五
味
違
御
於
圭
。
不
霊
牧
ρ
則
不
壷
御
。

一
穀
不
牧
謂
之
鱒
。
二
穀
不
牧
謂
之
旱
。
.三
穀
不
敗
謂
之
凶
。
国
難
不
取
調
之
醜
。
五

5
5
5

墨
家
の
縄
濟
思
想

第

「
巻

=
二
九

第

一
號

=
二
九



墨
家
の
経
済
思
想

四
O 

第

披

四

O 

第

増幸

穀
不
牧
謂
之
飢
。
歳
僅
則
士
者
大
夫
以
下
。
皆
損
繰
五
分
之
一
。
皐
則
扶
五
分
之
一
一
。
凶
則
禎
五
分
之
三
。
館
則
損
五
分
之
四
。
飢
則
童
無
称
。

宮
署
食
而
己
実
。
故
飢
凶
容
乎
問
。
人
君
徹
鼎
食
五
分
之
五
。
大
夫
徹
騒
。
士
不
入
撃
。
君
靭
之
衣
不
草
制
。
誇
侯
之
客
。
四
邦
之
使
。
饗
婆
而
不

盛
。
徹
勝
肘
塗
不
芸
。
馬
不
食
葉
。
縛
去
不
衣
吊
。
此
告
不
足
之
歪
也
。

然
し
な
が
ら
田
聖
子
が
重
賦
厚
殺
を
非
と
し
て
『
市
役
常
征
』
玄
と
る
は
そ
も
P
(
k
民
の
苦
を
除
く
に
あ
る
と
と
前
逃
せ
る
止
と
ろ

の
加
〈
で
必
句
心
。
従
て
新
し
阿
川
の
苦
痛
よ
り
も
む
し
ろ
民
の
利
忙
わ
た
る
壮
ら
ば
長
賦
恩
赦
必
中

F

し
も
排
す
ベ
世
で
た
い
。
否
そ
め

場
合
は
重
賦
厚
数
は
霊
賦
厚
殺
と
は
な
ら
ね
と
さ
へ
も
言
へ
る
。
そ
と
で
墨
子
は
日
ふ
。

聖
王
之
矯
舟
車
也
。
則
我
弗
敢
非
也
。
古
者
墓
王
亦
嘗
厚
数
乎
高
民
以
免
舟
車
。
鼠
以
成
実
。
日
吾
持
悪
許
用
之
。
日
舟
用
之
水
。
車
用
之
陸
。

君
子
息
英
足
露
。
小
人
休
其
肩
背
景
。
故
寓
民
出
財
蔚
以
予
之
。
不
敢
以
震
感
恨
者
何
也
。
以
其
反
中
良
之
利
也
。

そ
し
て
い
ま
か
く
税
を
民
利
の
増
進
に
用
ゆ
る
と
き
は
重
賦
厚
数
必
ヂ
し
も
重
賦
厚
数
と
み
る
べ
か
ら
や
、
従
て
と
れ
を
排
撃
す

る
の
理
由
を
み
や
と
す
る
思
想
の
背
後
に
は
租
税
の
根
擦
と
し
て
の
所
謂
封
債
訟
を
み
る
と
と
が
で
き
る
。

， 

巻之一，七患第五。
春之八，非梁上第三十三。

墨子，
墨子，
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